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1　「東京日々新聞」紙面の『決算公（広）

　告』：概況と課題

皿．「東京目々新聞」紙面の『決算公（広）

　　告』：日付索引

1．「東京日々新聞」紙面の『決算公（広）

　告』：概況と課題

　明冶六年七月二十日に開業の第一国立銀行

の第一回決算は，同年十二月であった。翌七

年二月二日の「東京日々新聞」の紙面（2頁）

1

に，次頁（左側）の公（広）告が掲載された。

　第一条の内容は，昨年度に選任の取締役が

重任したこと。第二条の内容は，考課状等を

株主総会に報告してその承認を得たこと。第

三条の内容は，利益金処分である。そして，

この公（広）告の末尾には，次のようにいう。

「但昨年半季（久野注，第一回決算）ノ考課状
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覧ヲ乞フヘシ」

　考課状の明細な内容を悉く「一一rcノ公覧」

に供することが可能かどうかは，すこぶる疑

問であるが，「諸勘定報告書ノー般ノ公覧」

ということになれば，これはごく普通に考え

て新聞の紙面を借りた『決算公（広）告』とみ

るのが，まず常識であろう。ところが，前述

したように，この『第一回決算公（広）告』

は，同紙面のどこにも見当らないのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　マt　明治七年七月七日の紙面には，次の「廣告」

がみられた。

　当銀行半季（久野注，明治七年上半季・第二回

　決算）ノ儀ハ本月十一日株主集会ノ後二於

　テ明詳二通知スヘシト云トモ差向六月三十
　　　マ　　マ
　日ノ借貸実際勘定左ノ計表ノ通二付此段廣

　告イタシ候

　　　　　　　第一国立銀行

　　　　　　　　　　明治七年六月三十目

　この「第一国立銀行・毎月　（六月）実際報

告」の様式は，大蔵省が定めて同省に報告さ

せた「第一書式」（前掲）によっている。第四

国立銀行の「第二回半季報告」（明治七年下半

季）の様式もまた同様であり，これらは，い

ずれも，資産・負債・資本・収益・費用を網

羅した文字通りの「総勘定」の一表であり，

決算月の決算整理後に作成された場合では，

「決算整理後試算表」である。「貸借対照表」

ないし「繰越試算表」（post　closing　trial　ba1・

ance）ではないのである。「第一書式」（第五

号・明治六年下半季）・第四国立銀行「第二回半

季報告」（明治七年下半季）および第一国立銀

行「毎月実際報告」（明治七年上半季・六月）

を，次頁以下に掲示する。

　第一国立銀行のr第二回決算公（広）告』は，

明治七年七月二十二日の「東京日々新聞」の

紙面であった。同年七月十一日の「株主総

会」の十一日後である。以後同行は，これを

2



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）
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国立銀行S決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

皮切りとして「東京日々新聞」の紙面に，欠

けることなく引き続き公（広）告し続けてい

る。第28回までの実況は，次のとおりであ

る。

　　　　第一国立銀行（東京）

明治七年七月二十二日　第

　　八年一月十七日
　　　　　七月十五日

　　九年一月二十日
　　　　　七月二十二日

　　十年一月二十五日

　　　　　七月二十七日

　　十一年二月　六　日

　　　　　七月二十三日

　　十二年一月二十八日

　　　　　七月二十八日

　　十三年一月二十九日

　　　　　八月　七　日

　　十四年二月　一　日

　　　　　八月十三日

　　十五年二月　九　日

　　　　　七月二十九日

　　十六年二月　五　日

　　　　　八月　三　日

　　十七年二月十三日

　　　　　八月　二　日

　十八年一月二十九日

　　　　　七月二十九日

　　十九年一月二十六日

　　　　　七月二十九日

回

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6

　　　　　貯蓄金（積立金）勘定の廃止

二十年一月二十五日　　　　27

　　　七月二十四日　　28

　この第一国立銀行と双壁をなすのが横浜正

金銀行の場合である。その実況は，次のとお

りである。『第一回決算公（広）告』は，第一

国立銀行と同様，していない。

5

　　　　　　横浜正金銀行

明治十四年一月二十四日　　第

　　　　　七月二十一日

　　十五年一月二十四日

　　　　　七月二十九日

十六年一月二十九日

　　　七月二十五日

十七年一月十八日

　　　七月十七日

十八年一月十六日
　　　八月　六　日

十九年二月　三　日

　　　七月二十五日

二十年一月二十日
　　　七月二十二日

2　回
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　明治五年八月裁可，同年十一月太政官布告

第349号「国立銀行条例」は，すでに述ぺた

ように，明治九年八月太政官布告第106号に

よって改正されて「正貨見換主義」が放棄さ

れたため，それを機として国立銀行の創設は

激増し第百五十三国立銀行（京都）にいた

る。改正前の国立銀行は，第一国立銀行を先

頭にして，第五，第四，第二（創設順）の4国

立銀行であった。大阪の第三国立銀行は，創

立総会に紛糾があって解社している。条例改

正後に，欠番となっていた第三を受け継いで

東京に第三国立銀行が安田善次郎によって創

設された。

　「東京日々新聞」の紙面では，国立銀行が

半季制を採用している関係で，各年度とも前

季が六月，後季が十二月の決算であることか

ら，七・八月および翌年の一・二月の紙面に

『決算公（広）告』が見られる。

　明治七年七月七日以来，明治八年の一・七

月，明治九年の一・七月および明治十年一月

までは，すべて第一国立銀行の第2回から第

7回までの公（広）告で占められている。僅か

に，明治十年七月の紙面になると第一国立銀

行の第8回とともに，第四国立銀行（新潟）



の『第八回決算公（広）告』が見られるだけで

ある。

　明治十一年の二・七月の紙面では，第・一

（東京）の第9・10回，第二（横浜）の第7・

8回，第三（東京）の第3・4回および第四

（薪潟）の第8・9回がようやく出揃うこと

になる。

　第一国立銀行につぐ二番目に創設の第五国

立銀行（東京）の場合は，明治十四年八月一

日の『第十六回決算公（広）告』でようやく姿

をあらわす。これとは対照的に，第二十国立

銀行（東京）の場合では，条例改正前に創設

の4国立銀行とならんで，明治十一年二月六

日の紙面に公（広）告がおこなわれている。こ

れが同行の『第一回決算公（広）告』であり，

引き続き継続的に公（広）告がおこなわれてい

る珍しい事例である。

　　　第二十国立銀行（東京）

明治十一年二月　六　日　　第　1　回

十二年一月二十五日

　　　七月二十六日

十三年一月十七日
　　　八月　十　日

十四年一月二十一日

　　　七月二十二日

十五年一月二十五日

　　　七月二十二日

十六年二月十二日

　　　七月十三日
十七年一月二十三日

　　　七月十九日

十八年七月二十五日

十九年一一月二十六日

　　　七月二十五日

二十年一月十九日
　　　七月二十三日
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　全般的に概括すると，当初は，4国立銀行

以外は，東京で創設の国立銀行の公（広）告が

目立つ。先の第二十国立銀行のほか，第四十

四，第九十五，第三十，第十五，第六十，第

四十五，第百十八，第三十三，第二十七，第

百十二の各国立銀行である。

　ついで，東京以外の国立銀行も見られるよ

うになるが，とくに，明治十二年七月二十二

日のr第一・二回決算公（広）告』に始まる第

八十五国立銀行（川越）が注目される。

第八十五国立銀行（川越）

明治十二年七月二十二日

　　十三年一月十七日

　　　　　七月十五日

　　十四年一月二十一日

　　　　　七月十五日

　　十五年一月十七日

　　　　　七月十七日

　　十六年一月十五日

　　　　　七月十四日

　　十七年一月十二日

　　　　　七月　九　日

　十八年一月十九日
　　　　　七月十六日

　十九年一月十七日
　　　　　七月十六日

　二十年一月十五日
　　　　　七月十三日

第1・2回

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　第一国立銀行以外の国立銀行で，このよう

に決算公（広）告を毎年継続して実行したの

は，前掲の第二十国立銀行とこの第八十五国

立銀行ぐらいのものであった。

　日本銀行の場合は，第3回から始まって，

次のとおりであった。

　　　　　　　日本銀行

明治十七年二月二十八日　　第　3　回

　　　　　八月十九日　　　　4

6



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

総益金（収益の総計）

前半季繰越高

十八年二月二十五日

　　　八月十九日
十九年二月二十四日

　　　八月二十四日

二十年八月二十四日

r
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だ
0
7
8
10

　『決算公（広）告』の内容については，『銀行

簿記精法』・「香港上海銀行」のタイプを継承

した第一国立銀行の場合に見られる筆者（久

野）のいう「定型のトリオ」，この「定型の

トリオ」から「貯蓄金（積立金）勘定」が除か

れた「準定型のペアー」がある。前者は，現

今の会計用語でいえぽ，「利益金処分前貸借

対照表」・「積立金計算書」・「利益金処分計算

書」のトリオであり，後者は，「利益金処分

前貸借対照表」・「利益金処分計算書」のペア

ーである。第一国立銀行の場合も，明治十九

年七月二十九日の第26回以後は後老に移行

する。このほかに，「利益金処分前貸借対照

表」・「損益および利益金処分（提示）結合計

算書」のペアーも数としては多かった。

　このような全般的な傾向のなかにあって，

ひときわ異色の存在は，第五十七国立銀行

（武生）であった。同行の次の『決算公（広）

告』を取り上げる。

　　　第五十七国立銀行（武生）

明治十四年二月　三　日　　第　5　回

　　　　　八月二十三日　　　6

？

十五年八月十六日

十六年八月二十日
十八年二月　四　日

二十年一月十八日
　　　七月二十四日

8
1
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7
1
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　明治十四年二月三日・r第五回決算公（広）

告』（9頁上段）では，「第五回半季実際報告・諸

勘定併其損益正算ノ提要」として，「利益金

処分前貸借対照表」に相当する報告書と「損

益勘定」とを公（広）告している。この「損益

勘定」の構造は，上掲のようになっている。

　この「損益勘定」には，損益計算の領域が

集約的になってはいるが，明らかに存在す

る「損益および利益金処分結合計算書」であ

り，「利益金処分前貸借対照表」とともに，

かかる構造の「損益勘定」を公（広）告する国

立銀行の事例は，ほかにも多くみられる。㈹

の部分は，大蔵省の要承認項目であり準利益

金処分項目である。まずほとんど利益金処分

項目であるとみてよい。

　明治十四年八月二十三日・r第六回決算公

（広）告』では，その体制に変化はない。

　明治十五年八月十六日・r第八回決算公（広）

告』（9頁中段）では，一転して，次のようになる。

　　第五十七国立銀行損益勘定ノ報告

明治十五年一月ヨリ六月二至ルマデ実際施

行シタル損益勘定ヲ審査シ其ノ概略ヲ報告

スルコト左ノ如シ



　「第八回」では「損益勘定ノ報告」とある。

「貸借対照表」に相当の会計報告書はなく，

「損益勘定」だけを公（広）告している。そし

て，その「損益勘定」の構造は，次のように

なっている。

　前半の部分では，「当半季総益金」を計上

し，「内，当半季間利足其他経費高」を控除

する形で「当半季利益金」を報告し，これに

「前半季繰越高」を加算する形式をとってい

る。後半の部分は，「利益金配当計算」とい

うタイトルである。この構造は，損益計算の

領域をふくんだ「損益および利益金処分結合

計算書」（Profit　and　Loss　and　ApPropriation

Account），つまり，Pro丘t　and　Loss　Account

のDetailed　Formである。

　明治十六年八月二十日・r第十回決算公

（広）告』では，次のようになっている。

　哉　　　・
内引・！、

　　A　’
睦｝金’

第五十七国立銀行第十回半季実際報告

当銀行株主総会ハ明治十六年七月七日ヲ

以テ開席シ前半季間実際施行シタル所務

ノ顛末及諸勘定ヲ報告セリ其要領ハ左ノ

如シ

　　　　　損益勘定ノ事

　「損益勘定ノ事」の構造（内容）は，「第八

回」と同様である。

　明治十八年二月四日・r第十三回決算公

（広）告』（9頁下段）では，タイトルが変わって

いるだけでなく，その内容は，本来の「損益

計算」の領域をまったくふくまない純然たる

「利益金処分計算書」となっている。Profit

and　Loss　AccountのPublished　Forrnであ

る。次のとおりである。「利益金」とあるの

は「処分可能総利益」である。

　明治二十年一月十八日・『第十七回決算公

（広）告』（本頁右上）では，本文（前書）抜きで，

「利益金計算報告」を公（広）告している。本

来の「損益計算」の領域をまったくふくまな

い「利益金処分計算書」であることは，一層
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国立銀行丁決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）
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損
益
勘
定
ヲ
詳
明
ニ
シ
第
二
回
ノ
報
告
書

ヲ
作
リ
株
主
一
同
二
公
布
ス
ル
所
左
ノ
如
シ

　
株
金
弐
拾
万
円

　
損
益
勘
定
入
方

当
季
純
益
金

　
総
計

　
損
益
勘
定
出
方

家
具
代
ノ
内
償
却

諸
役
員
賞
与
金

積
立
金

後
半
季
繰
込
高

当
季
割
賦
金

　
総
計

一
四
、
七
九
五
五
八
一

一
四
、
七
九
五
五
八
一

　
四
九
三

一
、
四
三
〇

一
、
二
八
七

　
九
八
四

一
〇
、
六
〇
〇

一
四
、
七
九
五

［一
八
六

二
四
〇

二
一
六

九
三
九

〇
〇
〇

五
八
一

但
一
株
ノ
配
当
金
五
円
三
十
銭
宛
ニ
シ
テ
一
ケ
年
一
割

　
一
分
二
厘
三
毛
余
二
当
ル

是
ハ
株
金
漸
次
募
集
セ
シ
ニ
ョ
リ
其
積
数
ヲ
以
テ
算
計

ス
ル
所
ノ
平
均
高
此
ノ
如
シ

右
損
益
ノ
勘
定
表
ハ
精
シ
ク
調
査
シ
テ
以
テ
其
確
実
ナ
ル

ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ

明
治
十
年
七
月
十
一
日
　
　
　
　
東
京
第
三
国
立
銀
行

　　　　　（内　　容）

「利益金処分前貸借対照表」と　「損

益および利益金処分結合計算書」

（Detailed　Form）

「損益および利益金処分結合計算書」

（1）etailed　Form）

「利益金処分計算書」

（Published　Form）

　同　　上

　同　　上

　　　（タイトル）

「第五回半季実際報告」

　（東京日々新聞紙面）

明治十四年二月　三　日

「損益勘定ノ報告」明治十五年八月十六日

「第十三回半季利益金割合報告」日四明治十八年二月

「利益金計算報告」
「利益金配当計算報告」

明治二十年一月十八日

明治二十年七月二十四日

益および利益金処分結合計算書」とのペアー

によって始まっている。このタイプは，比較

的多くの国立銀行にもみられた。ところが，

一転して，「損益勘定」だけを公（広）告する

ようになる。しかも，当初は，「損益勘定」

の内容が「損益および利益金処分結合計算

書」であったものが，「利益金処分計算書」

に変わる。Profit　and　Loss　Accountの

1）etailα1　FormからPublished　Formへの

転換がみられたのである。

　既に繰り返し述ぺたように，第一国立銀行

の場合は，「総勘定」・「貯蓄金勘定」・「損益

勘定」のいわゆる「定型のトリオ」であり，

それぞれに，「利益金処分前貸借対照表」・

鮮明になった。

　明治二十年七月二十四日・『第十八回決算

公（広）告』（8頁右下）では，「利益金配当計算

報告」というタイトルに変わった。その構造

（内容）は「利益金計算報告」と同様である。

この名称の改訂によって，まさに名は体をあ

らわすものとなり，一層「利益金処分計算書」

たるにふさわしいものとなった。

　この第五十七国立銀行について，とくに次

掲の諸点を強調しつつ，その『決算公（広）告』

の実況を9頁および8頁右側に紹介しておく。

また，同行の公（広）告の推移を上に示す。

　この第五十七国立銀行の『決算公（広）告』

は，まず「利益金処分前貸借対照表」と「損

10



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

「積立金計算書」・「利益金処分計算書」であ

った。この場合の「損益勘定」は，Published

Formであったのである。明治十九年七月二

十九日・r第二十六回決算公（広）告』では，

「貯蓄金勘定（当時は積立金勘定と称した）」が

廃止され，結果的に「利益金処分前貸借対照

表」と「利益金処分計算書」とが残った。

　他方，国立銀行のなかには，「利益金処分

前貸借対照表」と「損益および利益金処分結

合計算書」とを公（広）告するものも多かった

が，この場合では，後者が次第に「利益金処

分計算書」に転じていった。

　いずれの場合にしても，結果的にみると，

国立銀行の『決算公（広）告』の内容（構造）

は，「利益金処分前貸借対照表」と　「利益金

処分計算書」とになっていったのである。

　ごく近年まで，わが国の普通銀行が新聞に

貸借対照表を公（広）告する場合に，その脚注

に利益金処分内容を示したのは，国立銀行以

来の伝統に根ざしているものと考えられる。

　貸借対照表を『決算公（広）告』に含めない

第五十七国立銀行のケースは，明らかに異例

である。

　第五十七国立銀行の先例とみるべきもの

は，僅かに第三国立銀行の『第二回決算公

（広）告』にみられるだけである。すなわち前

頁上段のとおりである。ただし，この国立銀

行のケースは，この回だけであり，『第三回

決算公（広）告』では，「利益金処分前貸借対照

表」と「損益および利益金処分結合計算書」

を公（広）告している。

II．「東京日々新聞」紙面の『決算公（広）

　告』：日付索引

　東京で最初の日刊新聞であった「東京日々

新聞」（後に「東京日日新聞」）の紙面には，明

治七年二月二日の第一国立銀行・「第一回株

主総会決議公告」に始まり，『第二回決算公

（広）告』から，それ以後逐年の公（広）告が，

一度も欠けることなく実行されている。

　明治二十六年七月の商法一部実施の以前と

以後とでは，r決算公（広）告』の実情も自ず

から異なるのであるが，ここでは，明治七年

二月から明治二十年八月迄の時期をとって，

「東京日々新聞」の紙面に公（広）告されてい

る国立銀行・横浜正金銀行・日本銀行の『決

算公（広）告』の実況を調べて，その日付索引

を作成した。

　原資料の調査は，国立国会図書館。新聞資

料室で始めたのであるが，「毎日（東京日々）

新聞」のマイクロ・フイルム資料の明治20

年代までのものは，幸いにして，学習院大学

。法経図書室が所蔵していた。同大学法学部

の予算で購入されたものであった。明治後半

の部分は，同大学経済学部の予算で購入方を

希望した結果，現在この分も法経図書室に所

蔵されている。商法一部実施の以前と以後と

の比較は，とくに重要なのであるが，後半の

調査と日付索引の作成は，目下進行中であ

る。明治十四年一月以降の分については，紙

面の頁数も記載しておいた。

東　京　日　々　新　聞

年　月　　日 国立銀行名 決算回数

日
日
日

　
　
二

二
七
十

　
　
二

月
月
二
七

年七治明 第
第
第

一　（東

一　（東

一　（東

）
）
）

京
京
京

第1回株主総会決議公（広）告

毎月（同年六月分）実際報告

　　　　第　2　回
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明治八年一月十七日
　　　　　七月十五日

明治九年一月二十日
　　　　　七月二十二日

明治十年一月二十五日

　　　　　七月二十四日

　　　　　　　二十七日

明治十一年二月　六　日

　　　　　七月十七日

　　　　　　　十九日
　　　　　　　二十三日（付録）

明治十二年一月十七日

　　　　　　　二十一日

　　　　　　　二十二日

　　　　　　　二十四日

　　　　　　　二十五日

　　　　　　　二十七日

　　　　　　　二十八日

　　　　　七月十四日

　　　　　　　十九日

　　　　　　　二十一日

　　　　　　　二十二日

　　　　　　　二十三日

　　　　　　　二十五日

第　一　（東京）

第　一　（東　京）

第一　（東京）

第一　（東　京）

第一　（東　京）

第　四　（新潟）

第　一　（東　京）

第一　（東京）
第　二　（横　浜）

第　三　（東　京）

第　四　（新　潟）

第二十（東　京）

第　三　（東　京）

第　二　（横　浜）

第　一　（東　京）

第四　（新　潟）

第四十四（東　京）

第七十四（横　浜）

第十　（山　梨）

第九十五（東　京）

第三十（東　京）

第二十（東　京）

第　二　（横　浜）

第十五（東　京）

第　一　（東　京）

第　三　（東　京）

第六十（東京）
第四十五（東　京）

第三十（東　京）

第八十五（川　越）

第三十九（前　橋）

第百十八（東　京）

第十五（東　京）

第三十三（東　京）

　　　12

回

2

3
4
　
5
6
　
7
7
8
　
9
7
3
8
1

4
8
1
0
9
　
1
1
4
1
2
3
9
4
1
1

6
2
2
3
●
2
2
5
3

1

第



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

明治十二年七月二十六目

二十八日

明治十三年一月十七日

十九日

二十二日

二十四日

二十七日

二十九日

七月十五日

八月　二　日

四　日

七　日

十　日

第二（横浜）
第二十（東京）
第二十七（東　京）

第百十二（東　京）

第一（東京）
第四（新潟）
第四十一（栃　木）

第百三十三（彦根）

第十五（東京）

第五十（土浦）

第八十五（川　越）

第三十（東京）

第三（東京）
第三十五（静　岡）

第二十（東京）

第百（東京）
第六十（東京）

第十五（東京）
第六十五（鳥　取）

第百十二（東　京）

第五十（土浦）

第二（横浜）
第二十七（東　京）

第三十三（東　京）

第十（山梨）
第六（福島）
第四十五（東　京）

第九十二（福　井）

第一（東京）

第三十五（静　岡）

第八十五（川　越）

第三（東京）
第百（東京）
第三十三（東　京）

第百十六（新発田）

第一（東京）
第四十四（東　京）

第百二十三（富山）

　　　13

第10回
　4
　3
　2
　12
　11

　2
　1
　5
　2

3
4
7
4
5
3
3
6
3
3
3
1
1
4
4
6
6
3
3
1
3

51

S
＆
4
5
3
1
4
4
3



明治十三年八月　十　日

　　　　　　　十一日

第二十（東　京）

第九十三（三　春）

回

ρ
0
4

第

東　京　日　日　新　聞

年　月　　日 紙面 国立銀行名 決算回数

明治十四年一月二十一日

二十四日

二十五日

二十八日

二十九日

三十一日

二月　一　日

日
日
日

一
＝
二
四

五　日

日
日
七
八

九　日

十　日

十二日

十四日

2頁
3

7

7

7

　4

　7

　3

　7

　2

　7
（付録）

2
7
8
4
7
7
2
5
7
2
4
2
3
7
3
7
7
2

14

第八十五（川　越）

第三十（東　京）

第二十（東　京）

横浜正金銀行
第五十（土　浦）

第　百　（東　京）

第　三　（東　京）

第百七（福　島）

第百十六（新発田）

第百二十（古　河）

第百十九（東　京）

第三十二（大　阪）

第三十五（静　岡）

第百十二（東　京）

第　一　（東　京）

第三十三（東　京）

第二十五（福　井）

第六十三（松　代）

第五十七（武　生）

第十五（東京）
第四十一（栃　木）

第八十七（大　橋）

第十三（大　阪）

第十九（上　田）

第四十（館　林）

第百三十二（程ヶ谷）

第四十五（東　京）

第十　（山　梨）

第三十六（八王子）

第九十五（東　京）

第八　（豊　橋）

第五十五（出　石）

第九十三（三　春）

第 回

5
6
7
2
5
5
9
5
4
5
4
6
6
5
1
5
6
6
5
5
8
5
5
8
7
5
4
5
8
6
5
8
5
5



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

朋治十四年二月十四目
　　　　　　　　十五日

　　　　　　　　十六日

　　　　　　　　十七日

十八日

十九日
二十一日

二十二日

二十三日

二十五日

4頁
4

7

2

7

9
臼
7
・
3
9
臼
つ
」

4
7
5
9
臼
7

第六十四（大　津）

第百三十九（高田）

第百五十三（京都）

第九十二（福　井）

第百三十七（笹山）

第百十（赤間関）

第八十九（徳　島）

第九　（熊　本）

第六十（東　京）

第百二十九（大垣）

第九十一（福　井）

第六十二（水　戸）

第二十一（長　浜）

第　六　（福　島）

第三十七（高　知）

第六十一（久留米）

珂

P
O
g
J
9
臼
F
O
4
4
4

第

13年・下

　5
　4
　5
　5
　7
　8
　5
　5

七月十五日
　　二十日
　　二十一日

　　二十五日

二十六日

二十八日

八月　一　日

二　日

日
日
四
六

八　日

十　日

十一日

3
2
7
2
7
2
2
7
8

7
8
ρ
0
ρ
0
0
0

ρ
0
8
只
V

8

15

第八十五（川　越）

第二十（東京）

横浜正金銀行
第三十（東京）

第二（横浜）
第百（東京）
第五十（土浦）
第百二十（古　河）

第　五　（東京）

第三十五（静　岡）

第九十三（三　春）

第六十三（松　代）

第二十七（東　京）

第百二十五（置賜郡）

第四十一（栃　木）

第百二十九（大垣）

第十五（東　京）

第十九（上　田）

第百七（福　島）

第百五十三（京都）

第十四（松　本）

第三十二（大　阪）

第三十三（東　京）

6
8
3
7
1
4
6
6
6
1
6
7
6
6
7
5
6
5
9
8
6
4
8
7
7



明治十四年八月十二日

　　　　　　　十三日

　　　　　　　十五日

　　　　　　　十八日

二十三日

二十四日

二十五日

二十六日

二十七日

三十日

三十一日

8頁
8

8

8

6
8
6
7
8
8

8

8

第　三　（東　京）

第一　（東　京）

第九十五（東　京）

第八十七（大　橋）

第四十五（東　京）

第百三十二（程ヶ谷）

第三十六（八王子）

第五十七（武　生）

第百十二（東　京）

第　八　（豊　橋）

第十三（大　阪）

第六十四（大　津）

第六十（東　京）

第百十九（東　京）

第　四　（新　潟）

第二十二（岡　山）

第百十（赤間関）

第百三十九（高田）

第　10回
　　16

　　6

　　6

　　6

　　5

　　7

　　6

　　6

　　9

　　9

　　6

　　6

　　5

　　15

　　8

　　5

　　4

明治十五年一月十七日

　　　　　　　十九日

　　　　　　　二十日

　　　　　　　二十三日

　　　　　　　二十四日

二十五日

二十七日

二十八日

三十一日

日
日
日

三
四
九

月二

十四日

十七日

十八日

二十一日

8
8
8
8
8
n
δ
8
n
◎
8

8
7
88

8
R
V
8

16

第八十五（川　越）

第　三　（東　京）

第三十（東　京）

第三十五（静　岡）

第二　（横　浜）

横浜正金銀行
第二十（東京）

第五十（土浦）

第十二（富　山）

第百十二（東　京）

第三十六（八王子）

第三十三（東　京）

第　十　（山　梨）

第一　（東　京）

第　百　（東　京）

第十五（東　京）

第十九（上　田）

第百五十三（京都）

第二十七（東　京）

第百二十（古　河）

第七十四（横　浜）

7
1
1
8
8
1
5
4
9
7
7
7
8
8
1
0
1
7
7
1
0
9
5
8
7
7



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

明治十五年二月二十四日

二十八日

8頁

8

第四十一（栃　木）

第九十三（三　春）

第六十三（松　代）

第百八（須賀川）

第百七（福　島）

回7
°
7
馴
7
．
7
°
7
8

第

七月十七日
　　二十二日

二十四日

二十八日

二十九日

八月　八　日

　　　十　日

十一一日

十二日

十四日

十五日

十六日

十七日

十八日

十九日

O
Q
O
O

8
8
8
9
1
08
8
9
1
0
8

7
8
10

V
8
88

8

8

17

第八十五（川　越）

第百十二（東　京）

第二十（東京）

第十九（上　田）

第百二十（古　河）

第一　（東京）

横浜正金銀行
第二　（横　浜）

第三（東京）
第十五（東京）
第百三十九（高田）

第三十五（静　岡）

第三十（東京）

第五　（東京）
第六十三（松　代）

第十　（山梨）
第九十三（三　春）

第四十五（東　京）

第百（東京）
第四　（新潟）
第三十三（東　京）

第四十一（栃　木）

第五十（土浦）
第百二十九（大垣）

第五十七（武　生）

第二十五（福　井）

第百一（梁川）
第百十六（新発田）

第六十（東京）
第百二十三（富山）

第百十（赤間関）

第二十一（長　浜）

第百十七（飯　田）

第六十三（松　代）

8
8
1
0
1
0
8
1
8
5
1
6
1
2
1
1
6
9
9
1
8
8
1
1
8
8
8
1
7
9
8
8
7
8
9
8
7
8
7
7
1
0
7
8



明治十五年八月十九日

　　　　　　　二十一日

　　　　　　　二十三日

　　　　　　　二十四日

二十五日

二十六日

二十九日

10頁

8

8

8

8

Q
り
8
8

第三十三（東　京）

第百七（福　島）

第四十六（多治見）

第六十四（大　津）

第百五（津　）
第百三十五（宇土）

第六十九（長　岡）

第百四十七（鹿児島）

第二十二（岡　山）

第六十六（尾　道）

第六十七（鶴ヶ岡）

第　9　回

　　8

　　6

　　8

　　7

　　7

　　8

　　6

　　10

　　7

　　8

明治十六年一月十五日

　　　　　　　十九日

　　　　　　　二十二日

二十七日

　　二十九目

二月　一　日

　　　二　日

五　日

六　日

七　日

八　目

日
日
日
日
日

　
二
三
五
六

九　
十
十
十
十

十七日

十九日

二十日

二十三日

二十四日

8
只
）
R
）

8

8
8
88

7
8
8
ハ
0
8
8
8
88
8
7
8
8
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第八十五（川　越）

第二十七（東　京）

第百十二（東　京）

第二十七（東　京）

第三十三（東　京）

第十九（上　田）

横浜正金銀行
第三十（東　京）

第百二十（古　河）

第百　（東　京）

第　一　（東　京）

第九十五（東　京）

第十　（山　梨）

第四十九（京　都）

第　三　（東　京）

第　五　（東京）

第二　（横　浜）

第十五（東　京）

第二十（東　京）

第三十二（大　阪）

第六十六（尾　道）

第百十六（新発田）

第六十九（長　岡）

第百三十五（宇土）

第百十（赤間関）

第百十九（東　京）

第百五（津　）
第百四十六（広島）

9
1
0
9
1
0
1
0
1
1
6
1
0
9
9
1
9
9
1
2
1
0
1
3
1
9
1
7
1
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1
1
1
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8
9
8
8
8
8
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国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

明治十六年二月二十四日

　　　　　　　二十六日

　　　　　　　二十七日

　　　　　　　二十八日

8頁
8

8

8

第百二十九（大垣）

第六十四（大　津）

第百十七（飯　田）

第二十一（長　浜）

第八十七（大　橋）

第　8　回

　　9

　　8

　　11

　　9

七月十三日
　　十四日

　　十六日
　　十八日

　　二十日
　　二十一日

　　二十四日

二十五日

二十六日

二十八日

　　三十一日

八月　一　目

日
日
三
四

七　日

八　目

日
日
九
十

十一目

十五日

十六日

十八日

8
7
唇
0
0
7
°
Ω
U
8
8

7
・
O
O
8
ρ
0
7
°
7
°
7
．7
6
7
8
7
8
7
8
7
7
8
7
8
7
7
7
8
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第二十（東　京）

第八十五（川　越）

第三十五（静　岡）

第三十（東　京）

第百十二（東　京）

第四十一（栃　木）

第　三　（東　京）

第　十　（山　梨）

横浜正金銀行
第十九（上　田）

第三十三（東　京）

第　五　（東　京）

第二　（横　浜）

第百十六（新発田）

第　百　（東　京）

第二十七（東　京）

第　一　（東　京）

第　四　（新　潟）

第百十七（飯　田）

第六十九（長　岡）

第九十三（三　春）

第百三十九（高田）

第三十二（大　阪）

第二十二（岡　山）

第百五（津　）
第四十九（京　都）

第九十五（東　京）

第六十三（松　代）

第百一（梁川）
第百十九（東　京）

第二十一（長　浜）

第十五（東　京）

第六十七（鶴ヶ岡）

第百五十三（京都）

12

P0

P1

P1

P0

P0

P4

P3

V
1
2
1
1
2
0
1
8
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9
1
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1
0
1
0
9
1
2
1
3
1
0
8



明治十六年八月二十日

　　　　　　　二十二日

二十三日

7頁
7

8

6

第五十七（武　生）

第六十六（尾　道）

第八十七（大　橋）

第六十一（久留米）

第　10　回

　　9

　　10

　　10

明治十七年一月十二日

　　　　　　　十七日

　　　　　　　十八日

二十三日

二十七日

二十八日

二十九日

二月　一　日

二　　日

五　日

日
日
日
日
日
日

　
　
　
二
三
四

七
八
九

　
　
　
十
十
十

十八日

十九日

二十日
二十一日

二十二目

二十三日

二十八日

8
8
7
8
8
7
8
6
7
6
7
8
6
7
8
8
6
7
7
8
7

ρ
0
8

7
7
7
7
6
6
7

第八十五（川　越）

第十　（山　梨）

横浜正金銀行
第三十（東京）

第二十（東京）

第百五（津）
第二十七（東　京）

第　四　（東京）

第三十五（静　岡）

第四十一（栃　木）

第百十二（東　京）

第十九（上　田）

第五十五（出　石）

第三（東京）
第　二　（横　浜）

第十五（東　京）

第百三十九（高田）

第四十九（京　都）

第二十一（長　浜）

第一　（東京）
第九十三（三　春）

第百十六（新発田）

第六十三（松　代）

第五（東京）
第百十七（飯　田）

第百十九（東　京）

第三十二（大　阪）

第六十六（尾　道）

第百十（赤間関）

第八十三（上　野）

第二十二（岡　山）

日　本　銀　行
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6

七月　九　日

　　十七日 8
8

第八十五（川　越）

横浜正金銀行
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X

20



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

明治十七年七月十八日

　　　　　　　　十九日

二十三日

二十六日

　　二十八日

　　三十日
八月　一　日

二　日

四　日

日
日
日

五
七
八

日
日
日

　
一
二

九　
十
十

十三日

十四日

十八日

十九日

明治十八年一月十六日

　　　　　　　　十九日

　　　　　　　　二十日

　　　　　　　二十一日

二十二日

7頁
7

8

7

8
7
8
8
7
7
8
8

7
8
8
7
7
8
8
8
6
8
7
8
7
8
8

4
4
4
Q
り

甲
甲
甲
乙

甲4
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第三十五（静　岡）

第二十（東　京）

第二十七（東　京）

第百十二（東　京）

第百五（津　）
第四十一（栃　木）

第三十（東　京）

第十二（富　山）

第　十　（山　梨）

第　二　（横　浜）

第三十三（東　京）

第百十七（飯　田）

第百三十九（高田）

第　一　（東　京）

第二十一（長　浜）

第十五（東　京）

第百十六（新発田）

第二十二（岡　山）

第　五　（東　京）

第百十九（東　京）

第十九（上　田）

第　三　（東　京）

第百十（赤間関）

第六十六（尾　道）

第百五十三（京都）

第八十七（大　橋）

第九十三（三　春）

第六十一（久留米）

第六十七（鶴ヶ岡）

日　本　銀　行

横浜正金銀行
第八十五（川　越）

第三十（東　京）

第十五（東　京）

第二十七（東　京）

第百十二（東　京）

第十　（山　梨）

第　二　（横　浜）

第　四　（新　潟）

第　13回
　　14

　　13

　　12

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　20

　　13

　　11

　　10

　　22

　　10

　　15

　　11

　　14

　　22

　　11

　　14

　　16

　　11

　　11

　　10

　　12

　　12

　　12

　　12

　　4
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4
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4
3
6
1
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1
1
1
1
1
1
2
2



明治十八年一月二十四日

二十七日

二十九日

三十日

二月　四　日

R
【
日
日
日
日
日

五
九
廷
韮

乙9頁

乙10

甲4

甲4

乙8
（付録）

乙9

乙10

4
4
4
4
4
4
4

甲
甲
甲
甲
甲
甲
甲

第百五（津　）
第　三　（東　京）

第四十五（東　京）

第百三十九（高田）

第三十五（静　岡）

第四十九（京　都）

第　五（東　京）

第　一　（東京）

第六十六（尾　道）

第百十六（新発田）

第二十一（長　浜）

第百三（岩　国）

第百十九（東　京）

第百五十三（京都）

第二十二（岡　山）

第四十五（東　京）

第百十（赤間関）

第十九（上　田）

第五十七（武　生）

第百五（津　）
第百十七（飯　田）

第八十七（大　橋）

第九十三（三　春）

第六十一（久留米）

第六十七（鶴ヶ岡）

目　本　銀　行

第　12回
　　17

　　13

　　11

　　14

　　14

　　23

　　23

　　12

　　12

　　15

　　13

　　12

　　11

　　15

　13
　12
　15
　13
　12
　12
　13
　13
　13
　13
　　5

七月十六日

二十一日

二十四日

二十五日

甲4

乙9

4
4

甲
甲

（付録）
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第百十二（東　京）

第八十五（川　越）

第二十七（東　京）

第十五（東　京）

第百五（津　）
第百三十九（高田）

第　四　（新潟）

第四十五（東　京）

第三十（東　京）

第十　（山　梨）

第九十三（三　春）

第　二　（横　浜）

第五　（東　京）

4
4
5
5
3
2
3
4
5
7
4
2
4

1
1
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1
1
1
2
1
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2
2



国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

明治十八年七月二十五日

　　二十九日

　　三十日
八月　四　日

　　　五　日

　　　六　日

　八　日

十一日

十九日

二十一日

二十二日

二十四目

日
日
日
日
目
日

掩
軌
計
圭

二十四日

二十六日

二十七日

二十八日

　　二十九目

　　三十日
　　三十一日

二月　二　目

三　日

甲4頁

（付録）

甲4

甲4
（付録）

4
4
4
4
4
4

甲
甲
甲
甲
甲
甲

8
7
8
7
8
8

8
8
8

8

7
8
7
7
只
V
7
8
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第三十五（静　岡）

第二十（東京）

第一　（東京）
第百五十三（京都）

第六十六（尾　道）

第百十（赤間関）

横浜正金銀行
第百十九（東　京）

第百十七（飯　田）

第八十七（大　橋）

第四十九（京　都）

第十九（上　田）

日　本　銀　行

第二十一（長　浜）

第百三（岩　国）

第六十二（水　戸）

第　四　（新潟）

第八十五（川　越）

第十（山梨）
第百十二（東　京）

第十五（東京）

第三十（東京）
第三十五（静　岡）

第百三十九（高田）

第一　（東京）
第二十七（東　京）

第二十（東京）
第四十一一・（栃　木）

第五（東京）
第四十五（東　京）

第九十三（三　春）

第十九（上　田）

第百五（津）
第百十六（新発田）

第六十七（鶴ヶ岡）

第十二（富　山）

第六十六（尾道）

横浜正金銀行
第二十七（東　京）

第15回
　　16

　　24

　　12

　　13

　　13

　　11

　　13

　　13

　　14

　　15

　　16

　　6

　　16

　　14

　　14
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明治十九年二月　三　日

　　　　　　　　四　日

　六　日

十四目

十六目

十八日

十九日
二十四日

8頁
7

7
8
7
8
8
8

第百十七（飯　田）

第百三（岩　国）

第二十二（岡　山）

第二十一（長　浜）

第百三十九（高田）

第百十（赤間関）

第六十一（久留米）

第八十七（大　橋）

日　本　銀　行

第14回
　　15

　　17

　　17

　　13

　　14

　　15

　　15

　　7

七月十六日

十七日

二十日

二十二日

二十四日

二十五日

二十九日

三十日

三十一日

八月　一　日

7

8

7

8
7
8
7
．

8
7
78

7
・
0
0

8

8

8
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第百十二（東　京）

第百十九（東　京）

第三十（東　京）

第八十五（川　越）

第二十七（東　京）

第百三十九（高田）

第十五（東　京）

第三十五（静　岡）

第十　（山　梨）

第　四　（新潟）

第四十一（栃　木）

第六十七（鶴ヶ岡）

第百五（津）
第四十五（東　京）

第二　（横　浜）

横浜正金銀行
第九十三（三　春）

第二十（東　京）

第五　（東　京）

第十九（上　田）

第百十七（飯　田）

第　一　（東京）

6
5
7
6
7
4
9
7
9
5
6
6
5
6
4
3
6
8
6
8
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1

積立金（貯蓄金）勘定廃止

第十二（富　山）

第六十六（尾　道）

第二十二（岡　山）

第百十六（新発田）

第百十（赤間関）

第百十一（京　都）

第百三（岩　国）

8
5
8
5
5
6
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国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（承前・完）（久野）

明治十九年八月　一　日

三　日

七　日

二十四日

8頁

7

8

8

第四十九（京　都）

第二十一（長　浜）

第八十七（大　橋）

第百七（福　島）

第三十六（八王子）

第六十一（久留米）

日　本　銀　行

第　17回
　　18

　　16

　　16

　　17

　　16

　　8

明治二十年一月十三日

　　　　　　　十四日

　　　　　　　十五日

十六日

十八日

十九日

二十日

二十二日

二十三日

二十五日

二十六日

二十七日

二十八H

　　三十日
二月　二　日

五　日

8
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第百十二（東　京）

第三十（東　京）

第十　（山　梨）

第八十五（川　越）

第百十九（東　京）

第百三十九（高田）

第二十七（東　京）

第百五（津　）
第三十五（静　岡）

第五十七（武　生）

第二十（東　京）

第十五（東京）
第百十六（新発田）

横浜正金銀行
第五（東京）
第　四　（新潟）

第四十一（栃　木）

第二　（横　浜）

第百十七（飯　田）

第百三（岩　国）

第四十九（京　都）

第一　（東京）
第百十四（高　松）

第六十七（鶴ヶ岡）

第十九（上　田）

第三十六（八王子）

第二十一（長　崎）

第二十二（岡　山）

第百十（赤間関）

第十二（富　山）

第八十七（小　倉）

第六十一（久留米）
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明治二十年二月　十　日

　　　　　　　十一日

七月十三日
　　十五日
　　十六日

十七日

十九日

二十日
二十一日

二十二日

二十三日

二十四日

二十七日

　　二十九日

八月　二　日

十　日

二十四日
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0
0
7
°
87

7

26

第十七（福　岡）

第九十三（三　春）

第八十五（川　越）

第二十七（東　京）

第百五（津）
第　四　（新潟）

第三十五（静　岡）

第三十（東京）
第百三十九（高田）

第百十九（東　京）

第百十二（東　京）

第百十六（新発田）

第百十（赤間関）

第六十七（鶴ヶ岡）

横浜正金銀行
第十二（富　山）

第十五（東京）

第二　（横　浜）

第百十七（飯　田）

第二十（東　京）

第一　（東京）
第五十七（武　生）

第百十一（京　都）

第六十六（尾　道）

第　五　（東京）

第十九（上野）
第四十九（京　都）

第百三（岩　国）

第六十一（久留米）

第二十二（岡　山）

第十七（福　岡）

第九十三（三　春）

日　本　銀　行

第　19回
　　17
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